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リ
ウマチ性多発筋痛症とは、

50歳以上の中高年に発病

し、70～80歳にピークがあり、

男女比は1：2～3と女性に多い

病気です。膠原病類似疾患で、

はっきりした病因はわかって

いません。

発
病が比較的急激で、筋

肉や関節の症状が主で、

発熱、食欲不振、体重減少、

全身倦怠感、抑うつ症状などもみられます。主には両

側の肩、首、臀部、腰部、大腿などに痛みやこわばり

がでます。一般に筋力の低下はありませんが、筋肉の

強いこわばりと痛みで手足が固まって力が入りにくく、

手足を動かせないと自覚することがあります。これらの

症状は朝の起床時が最も強く、午後には多少軽快する

ことが特徴です。また、側頭動脈炎を合併すると側頭

部を中心とした頭痛、動脈の拍動、触れると痛みを伴っ

たり、視力の低下、食物を食べていると顎が痛くなった

り、噛めなくなるような症状がみられます。

こ
の病気の症状は類似の様々

な他の病気にも見られること、

検査で特にこの病気に特別なもの

がないことから、診断は容易では

ありません。同様の症状や炎症所

見を呈する類似の病気を除外し、

炎症所見の存在を示すCRPの上

昇、時には血中MMP-3の上昇など

を参考にし診断が行われます。

治
療には、ステロイド薬が劇的な効果を示します。

少量から中等量で効果が実感でき、多くの場合

１～２週間以内に痛みが軽快します。しかし、短期間で

効果があっても、一定期間の初期服用量を継続し、急

性期の炎症を完全に鎮静化する必要があり、症状や

臨床検査の炎症所見の推移をみて、ステロイド薬が減

量されます。早期の減量は病気の再発を起こしやすい

とされており、減量は慎重に行うのが一般的です。最

終的に早くて約1年でステロイド薬を中止できる人もい

ますが、症状の再発により少量のステロイド薬を内服し

続ける必要のある方が多く、ステロイド薬服用で劇的効

果があるからと言って、簡

単に減量したり中止してし

まうと再び病気が悪くなり

ますので、必ず医師の指

示通りの服用をすることが

大切です。

院
長
コ
ラ
ム

コ
ロ
ナ
禍
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
始
ま
り
ま
し
た
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開
会
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日
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エ
ン
タ
ー
テ
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メ
ン
ト
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世
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に
披
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る
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ャ
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落
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決
し
て
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興
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な
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。
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。
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れ
る
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に
。

こ
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も
競
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き

る
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か
み
し
め
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ャ
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が
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落
ち
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い
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催
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だ
ろ
う
結
果
を
求
め
て
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に
臨
む
ア
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リ
ー
ト
達
。

最
後
に
は
、
関
係
者
含
め
て
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え
あ
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ン
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ッ
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あ
る
こ
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を
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わ
ず
に
は
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ら
れ
ま
せ
ん
。


